

















　　In the teacher education curriculum of Kyoei University, Kyoikugaku-kisoenshu 
(Foundation Course for Academic learning of Education) is offered in the ﬁrst semester for 
the second-year students. The aims of this course are to build abilities for critical thinking 
and develop collaborative problem-solving skills through debates on the education policies 
currently discussed in the society. This current study analyzes the class records and student 
questionnaires, then discusses the educational effects on students' attitudes. As the results 
show, at least 20% of the students improved their critical thinking abilities; on the other 
hand, they did not show any signiﬁcant growth in capacities of adaptation.























































































































自己紹介 両チームのディベーターが自己紹介 司会は教員。ディベーターは各チーム 3,4人。
立論 立論（各チーム 3分）








































































女性 47人）、2014年度は 136人（男性 87人、女性 49人）、2015年度は 122人（男性
79人、女性 43人）であった。これら 3年間の受講生を合計すると、全部で 391人（男
性 252人、女性 139人）である。その中で、在学途中で休退学した学生、質問紙実施時
に欠席して質問紙に回答をしていない学生、記入漏れなどの不備のある回答をした学生を
























































回目の相関係数は r =.76（p ＜ .01）であった。「不安感」が r =.66（p ＜ .01）、因子Ⅲ









（F（1,329）=5.26，p ＜ .05，η 2=.02）。女性の方が男性よりも「不安感」の因子の得点
が高いといえる。最後に「充実感」の因子であるが、これは学習前も学習後も男性の方が
女性よりも得点が高くみえる。二要因分散分析の結果からは、性別の主効果だけが有意で

































　学習態度尺度の 3つの因子のα係数は、それぞれ表 2-4に示した。α 係数は .62～ .73
までの範囲であった。次に 3つの因子ごとに、それぞれの 1回目と 2回目の得点間の相
関係数を求めた。その結果、「主体的な努力」では、1回目と 2回目との相関係数が r =.67
（p ＜ .01）であることがわかった。「情報収集」の相関係数は r =.55（p ＜ .01）であり、

























































































































































生は 22人であった。少なくとも 5人に 1人の学生は、「二分法的思考」ではない考え方が
できている可能性がある。レポートで立場を変更した学生のうち、ディベートで勝った


































































































































































































注 3　 具体的な項目内容は次のとおりである。それは項目 1「教師になりたいと思う」
（M =4.22，SD =.99）、項目 6「大学にうちとけて話せる人がいる」（M =4.48，




「望みどおりの就職ができるか気になる」（M =4.28，SD =.79）の 4項目である。
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